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１．学生の感性を磨く
　絵本は「絵と文」で成立する文学である。ゆえ
にその総合力が、作品の評価につながる。
　絵本の読みとり方として、文はもちろんだが

〈絵〉を読み取ることを学生に勧めている。ある
学生が『くだものだもの』（石津ちひろ・文　山
村浩二・絵）を、６か所読み取ってくれた。
　〈『くだものだもの』では、⑴まさかのすいかは

「いかない」発言‼そして、⑵キウイやブルーベ
リーの浮きわは、切り口のようになっていてこっ
てるなと思いました。⑶バナナのナナバンの所で
は次のミカンの手とカメさんが見えていて、気に
なる所でした。あと、⑷びわさんも、けっこう前
から走っていてどうなるかと思いきや、くりと衝
突！そしてあやまりが全然おわらないのはおもし
ろかったです。⑸最後に、スイカは来ていてごっ
くんして終わる所良かったです。しかも⑹さいご
のページにいたくだものはスイカさん家に行って

いたくだものでしたよね⁉〉
　　　*⑴～⑹は筆者による。
　子ども教育学科に入学して二カ月余り、５月２６
日の授業記録に書いてくれた絵本感想である。
　どの授業でも毎回一冊は絵本・紙芝居を語って
いる。学生には授業最後に〈授業記録〉を書いて
もらい、私なりに読み込み、コメントも書き入れ
ている。
　学生は感想として、

〈みんなの感想は私の発想とやっぱりちがうので
きけると新しい考えができるのでいいですね〉と
記してくれた。それに対して私から一言、

〈４７人+私とＨさんの９０分・空間を大切にしてい
こうね。〉
と記し、授業記録を本人に返した。
　授業導入にこのプリントは読ませてもらった。
他の学生にも、このような視点も絵本を読み取る
上で広げていってほしいと思っている。
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概要：昔話の継承と保育実践を、大きく三つの観点から具体化した。
　現在の教育事情から
⑴ 　２０１１年４月から実施されている新学習指導要領「国語科」１、２年で、昔話・神話を取り上げるよ

うになった今と言う時代を踏まえ、今後の保育実践はどうあるべきか。
　２０１１年度授業から
⑵　＊１年生「伝承文学と民話」の授業を通して保育実践力を養う試み
　○言葉遊び「回文」から考えたこと
　○イソップ「うさぎとかめ」後日譚「亀に負けた兎」のその後の展開を作った
　　＊２年生「保育内容指導法・言葉」の授業を通して保育実践力を養う試み
　○「三匹の子ぶた」をめぐって
　○五味太郎・色の絵本６冊から「あおの絵本」を作った
⑶ 　共通語で書かれた坪田譲治昔話を再評価し、今後の保育実践へとつなげる提案
の三点である。
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　また授業内での私の語り聴かせに対し、次のよ
うな感想をもらった。

〈いつも思っていることではありますが、矢口先
生の語りの調子はかなり独特のものだと思いま
す。自分としても、自分なりの口調は持っている
と思うので、“自分なりの語感”“自分なりの表字”
というものをみがきあげていければと思います。

『おかしなおかし』も『くだものだもの』も共通
して面白く、心地良いリズムなのは『おやおや、
おやさい』と同じだと思います。私個人としても、

『くだものだもの』の、海水浴を断ったスイカが
最後に現れる所がツボでした〉
　私の一言は、

〈ツボだね、うまくここまできき手をひっぱって
ゆく語りとしたいものですね〉
と記した。
　学生の絵本読みを通して、授業では語り聴かせ
のコツを一緒に発見したいものである。
　授業記録を通してのこのような会話が、保育実
践につながり、かつ昔話を学生自身が継承するこ
とにつながるはずである。

２．授業を通しての保育実践力養成
⑴　１年生「伝承文学と民話」から
　２０１１年１１月２５日「朝日川柳」に、「だんしがし
んだ洒落じゃなくなった」が入選していた。
　ここにいうだんしは、立川談志である。そして
この川柳には回文が織り込まれていた。「だんし
がしんだ」が回文である。回文とは、上から読ん
でも下から読んでも同じ文のことである。「談志
が死んだ」２０１１年１１月２１日を踏まえての川柳であ
る。
　「伝承文学と民話」の授業では、毎回伝統文化
の一つである“なぞなぞなあーに”を解くことも
取り入れている。
　例えばこのような謎謎である。

〈入用な時は吐き出して、いらない時のみ込むも
のなあーに（イスラエル）
口から出して耳から呑み込むものなあーに（フィ
ンランド）〉
　まず学生それぞれに答えてもらう。そしておも
むろに解答を明らかにする。この学生との呼吸

で、授業はもう一つ盛り上がる。
　答えは「言葉」である。日本人である私達が、
イスラエル・フィンランドの人達が伝えている謎
謎なあーにを、理解できるという面白みも感じて
もらえる次第である。
　言葉遊びを取り入れた絵本を検討した所から、

「回文」を作ってみようと授業を展開させてみた。
　１年生の「回文」
 〈 しんぶんし（２人）　たしかしんぶんしかした

すいす（スイス）お（押）すいす　せかいをい
かせ　さかさかさ　みこしのしこみ　だんすが
すんだ　やいたたいや　ゆのみのゆ　おかねで
ねか（買）お　　るすになにする　きすがすき
かいあいか（人の名前・２人）　さくのなかの
カナのくさ　サエのえさ　　まさこさま（人の
名前）　えりまきマリエ　すなのなす　たけや
ぶやけた（４人）　くるみとみるく　にわとり
とわに　みのむしおしむのみ　りすのすり　り
すがすり　かた（語）るたか　かもめのめもか
かおのおか　よだれだよ　なかのなんなのかな
しかのかし　かばはばか　ばかなかば　うまま
う　きつつき（２人）　こねこ　こねこねこね
こ　こねるねこ　こねこねこ　ねこのこね（２
人）　いるかはかるい（３人）　ねくたいいたく
ね　いかとかい　いかいないかい　いかのだん
すはすんだのかい　いかのかい　かいといか　
たいいた　いたいいたい　とまととまと〉

　学生一人一人の感性の素晴らしさの一端を見せ
てもらった。あえてベスト３を上げてみよう。
◆ 授業は毎回、ネクタイ姿の正装で教室へだが
「ネクタイ痛くね」

◆高校時代弓道部から「トマトと的」
◆ 踊りを習っている「烏賊のダンスはすんだのか

い」
だ。
　さて２年生の回文も記してみよう。
 〈 たいがいた　さかなのなかさ　いかとかい　か

いといか（２人）　りすがすり　かばはばか　
うまがまう　ぱんだのだんぱ　せみのみせ　き
つつきつつき　（以下、三点は人名を）ぼくと
久保　トールのるーと　きみは美紀　ちかいか
ち　そううそ　こどもどこ（２人）　つまをま
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つ　いなかのかない　いませまい　なはのはな
そばのにわにのばそ　おかしがすきすきすがし
かお　めもかわいいわかもめ〉

　「妻を待つ・田舎の家内・居間狭い」と、かな
り渋い回文もある。
　自分の考えた回文・みんなの回文を受けとめた
上で、
 ・『にわのわに』（多田ヒロシ・作）
 ・ 『ぞうからかうぞ』（石津ちひろ・文　藤枝リュ

ウジ・絵）
も語ってみた。

　「亀に負けた兎」の後日譚を作った
　２０１１年は卯年であった。ということで、授業
前半部分ではブルーナ絵本を語ってみた。その後
イソップ「うさぎとかめ」を授業の素材とした。
新潟県の昔話に、「うさぎとかめ」の後日譚「亀
に負けた兎」がある。その昔話を再話した絵本『ま
けうさぎ』（斎藤隆介・作　まつやまふみお・絵）
も語った上で、その後どのような展開になるかイ
メージしてもらった。
　６人の学生の「亀に負けた兎」後日譚を記して
みる。

〈１〉
　その後、負けウサギは兎村に戻ってさっきあっ
たことをみんなに話しました。兎村のウサギ達は
喜び、とびはね、負けウサギに感謝しました。み
んなが喜んでいると負けウサギが言いました。「今
はもう安全だからいいけど、オオカミさんが元気
になったら、また襲ってくるかもしれない」それ
を聞いた他のウサギ達は困った様子で「どうしよ
う」と相談し始めました。そこで負けウサギはこ
う言いました。「今から気絶してるオオカミさん
を助けに行こうよ！僕達が仲良く、お互いに助け
合えたら幸せに暮らせると思うんだ！」負けウサ
ギの言葉を聞いたウサギ達は最初どうしようかと
迷っていましたが、幸せに暮らせるということを
聞いてオオカミを助けることを決意して負けウサ
ギの後について行きました。そしてオオカミがい
る崖の下に着くと負けウサギが気絶しているオオ
カミに近寄ってこう言いました。「さっきはごめ
んね。でもウサギ達を君に渡すことはできないん

だ、僕の大切な仲間だからね。今から君を家まで
運ぶから道を教えてくれるかい？」その問いかけ
にオオカミはオオカミ村までの道を教えました。
オオカミ村に着くと他のオオカミたちが出てき
て、弱っているオオカミを見て「何てことをして
くれるんだ！」と怒りを顕わにしました。他のオ
オカミ達がウサギ達に飛びかかろうとした時弱っ
たオオカミが「やめろ！ウサギ達は俺を助けてく
れたんだ！」と一声あげました。その声にオオカ
ミはウサギ達に深いお辞儀をして「有難う」と言
いました。そしてそれからはオオカミとウサギは
争うことなく、毎日楽しく暮らしました。

　学生達は授業時間内に後日譚を完成してくれ
た。
　その中で一番の長編である。自分のイメージし
たことを集中し執筆している姿が、今でも目に浮
かぶ。

〈２〉
　オオカミは谷底に落ちてしまいましたが危うく
命は取り留めていました。その時、オオカミが落
ちた道の近くを「赤頭巾ちゃん」が通りました。
オオカミは赤頭巾に助けてもらい一緒にお婆さん
の家に行きました。初めはオオカミもおとなしく
していましたが、徐々に回復して行くとお腹がす
いてきたのでオオカミは、お婆さんと赤頭巾が寝
ている時を見計らって一気に飲み込んでしまいま
した。ちょうどそこへ、いつもお婆さん達に優し
くしてもらっていたあのオオカミを倒したウサギ
がやって来て、オオカミの大きなお腹を見てびっ
くりしました。オオカミも、気持ちよさそうに眠っ
ていたので、そのすきに兎村の仲間と森の動物達
をみんな呼んで、オオカミのお腹を切りさばいて
しまいました。そして赤頭巾ちゃんもお婆ちゃん
も助かり、オオカミはもう目を覚ますことはあり
ませんでした。

　「赤頭巾」も参加しての後日譚である。

〈３〉
　村から村八分にされたウサギは、見事オオカミ
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を倒すことが出来ました。村のウサギ達は、月に
いる焼けウサギから亀に負けたウサギがオオカミ
を倒したことを聞かせられました。それでも村の
ウサギ達は信じることが出来ずに、びくびくし、
子ウサギ三匹を抱いていました。その後何日たっ
てもオオカミからの連絡はなく、一カ月がたちま
した。村ウサギ達は、オオカミのことを忘れてい
て、外へ子ウサギを出して遊ばせていました。そ
んな時、包帯まみれのオオカミが現れました。子
ウサギはびっくりしました、足も動きません。そ
んな時、亀に負けたウサギが登場、そのウサギを
見た包帯まみれのオオカミは目を丸くして、逃げ
て行ったそうです。その姿を見た子ウサギは、亀
に負けたウサギになつき、村のウサギは、亀に負
けたウサギを、また仲間に入れることにしまし
た。その日以降オオカミは、現れず、みんなで楽
しい日々を過ごしました。

　「亀に負けた兎」には、教育のテーマの一つに
つながる“村八分”も描かれている。

〈４〉
　オオカミのいた山（丘）から目を覚ましたウサ
ギが降りてくると仲間のウサギが迎えてくれた。

「すごいや！すごいや！」「亀に負けたがオオカミ
には勝つウサギがいるんやな」とあちこちから歓
声があがった！そして、村の偉いウサギが「亀に
負けたウサギ、村八分撤回！」と言った。それ
からウサギは幸せに暮らしましたとさ。・・・一
方、崖から落ちたオオカミは、驚くことに生きて
いた。しかし、ウサギに怒るよりも「やるな…あ
いつ」と感心したようで兎村には近づかなくなっ
た。

〈５〉
　亀に負けたウサギはいったん村からはぶられた
けども、オオカミをやっつけて村を救ったという
ことで、英雄として讃えられるようになった。そ
して時間が流れ村の長（おさ）ウサギが死んでし
まった。次の長をどのウサギにするかを話し合っ
た結果、英雄として讃えられているウサギを次の
村の長にすることが決まった。昔のウサギだった

ら威張り散らしていたかもしれないが、亀に負け
た過去があるので、奢りもせず、快く引き受け
た。そして村の政治など何事も慎重に最後まで気
を抜かないというそのウサギの精神があったの
で、その村はいい方向へと発展していった。こう
して負けウサギだったウサギは死んでも、なお、
次の世代へと語り継がれる伝説のウサギとなった
のである。

　授業記録は基本的に、授業内堤出である。しか
し学生からの申し出があれば、翌日提出を認めて
いる。次の後日譚はその一点である。

〈６〉
　ウサギはオオカミをやっつけて子ウサギを救っ
て、村に戻ることが出来た。そのころ、一方ウサ
ギに勝った亀は村でてんやわんやの大宴会になっ
ていた。「お前は亀族の誇りだ！なんてったって
あのウサギに勝ったんだからな！」“かち亀”は
今までのろいだの、遅いだの、けなされてばかり
だったから、嬉しくって嬉しくってたまらない。
最初は「いやいや、ウサギが寝てしまったからだ
よ」と言っていたが、そのうち自分は足が速いか
もしれないと思っていた。親切で優しい亀は動物
達に威張るようになっていた。「俺を誰だと思っ
てやがる、ウサギに勝った亀、勝ち亀だぞ」動物
達は何も言わなかった。すると一匹の小さな鼠が
小さな声で「亀さんや、亀さんや、そんなに早い
と言うならば、私と駆けっこいたしましょう」

「なあに、造作もないや、だって俺はウサギに勝っ
たんだからな！お前なんて牛の上に乗って、楽し
て一番目になった奴じゃないか」駆けっこをまた
ウサギと同じ場所で始めた。ヨーイドンで走りだ
したが、亀は足が思うように動かない。そう亀
は、自分は遅いということを忘れていたのだ。「あ
あ俺はこんなに遅かったけれど、あの時は頑張っ
て、努力したから一番になれたんだ」そう思った
時に、牛の背に乗った鼠が後ろからのんびりやっ
てきた。「亀さん、分かってもらえて嬉しいです。
さあ、私と一緒に牛さんにゴールまで送ってもら
いましょう。駆けっこはおしまいです」この駆けっ
こで、亀は“勝ち亀”から昔の優しい亀さんに戻
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り、動物達とまた仲良く過ごしました。「だって
優しい亀さんがみな大好きだからだよ」

　「十二支の由来」も織り込んだ後日譚である。

　⑵　２年生「保育内容指導法・言葉」から

　｢三匹の子ぶた｣ をめぐって

　｢三匹の子ぶた｣ を素材に授業を展開した。ま
ずは、学生達の乳幼児期に出会った ｢三匹の子ぶ
た｣ の粗筋を書いてもらった。

〈事例１　女子学生〉
　ある所に三匹の子ブタの兄弟がいました。せっ
かちな長男と気の強い次男、のんびり屋の三男で
す。ある日三匹のお母さんは言いました。｢この
家を出て、それぞれの家を建てて暮らしなさい｣
三匹は言われたとおりに家を出て、家を作る材料
を探しました。長男は藁の家、次男は木の家、三
男はレンガの家を作ることに決めました。長男は
近くにあった藁ですぐに家を建て、次男は木を集
め、三男はレンガをもらいに行って、せっせと作
りました。長男、次男は家を建て終わってのんび
り過ごしていましたが、三男は汗を流しながら一
生懸命頑張りました。ある日、長男の家にオオカ
ミがやって来て、家は吹き飛ばされてしまいまし
た。長男は怖いので次男の家に逃げ込みました
が、次男の家もふた吹きで飛ばされてしまいまし
た。二匹は三男の家に逃げました。三男の家は、
いくら吹いても飛びません。オオカミは屋根から
入ろうと考えました。三匹は急いで火をおこし、
大きな鍋でお湯を沸かしました。そこへオオカミ
がやって来て、熱湯の中へ入ってしまいました。
謝るオオカミを家のあるじである三男が許したの
で、二人の兄も渋々許し、オオカミは森に帰り、
三男の家で三匹は仲良く暮らしました。

　三匹の性格と家作りのかかわりも記され、この
学生にとってかなり印象に残った話であることが
粗筋からくみ取ることが出来る。
　｢三匹の子ぶた｣ の骨子として、
①　三匹がどんな材料で家を建てたのか
②　三匹、家づくり後の展開

③　オオカミ、そして結末部分はどうか
の三点を、粗筋を書く際に織り込んでほしいと強
調した。
　結果、大半の学生（６３％）が、三匹ともオオカ
ミに食べられない展開だった。オオカミの死を粗
筋とする学生は、３３％である。ではイギリスの昔
話・原話は、どのように語られているのかである。
　次の学生の粗筋も、｢三匹の子ぶた｣ が記憶の
中に定着している。

〈事例２・男子学生〉
　お母さんブタから、家を出て力を合わせて暮ら
すように言われた三匹の子ブタは、家を建てる場
所や家を建てる材料のことで言い争いになり、長
男ブタは丘の下に藁の家を、次男ブタは丘の途中
に木の家を、三男ブタは丘のてっぺんにレンガの
家を建てることにしました。長男、次男のブタは
あっという間に家を建てましたが、三男ブタはな
かなか完成せず、やっとのことで完成しました。
そんな時、オオカミが現れて、長男ブタと次男ブ
タの家を襲って壊してしまいました。長男ブタと
次男ブタは、三男ブタの家に逃げ込み一安心、し
かし、オオカミは煙突を見つけて、そこから入っ
てこようとしました。三男ブタは煙突の下で火を
焚いて、鍋でお湯を沸かしました。煙突から入っ
てきたオオカミは、鍋のお湯でやけどをして、あ
わてて逃げて行きました。それから三匹の子ぶた
は、レンガの家で仲良く暮らしました。

　すべての学生に乳幼児期に出会った ｢三匹の子
ぶた｣ を思い起こしてもらった。中には記憶に
残ってない学生もいた。
　その後、イギリス昔話を絵本化した福音館書店
本（瀬田貞二・訳　山田三郎・絵）を語った。絵
本『三匹のこぶた』は、現在
 ・幼年教育絵本こどものとも（１９６０年発行）
 ・市販絵本（１９６７年発行）
 ・ こどものとも劇場、大型絵本（１９９８年発行）
の三点存在していることを見せ、大型絵本を語っ
た。その観聴きを受け、次のような感想をもらっ
た。

〈事例１〉の学生は、
〈先生が読んだ話も聞いてみると、そういうストー

1論文12-矢口裕康.indd   111 2012/03/19   18:06:48



－ 112 －

南九州大学人間発達研究　第２巻　（2012）

リーのも読んだことがあるなあ…と思った。で
も、親や保護者から、子どもの教育にあまり良く
ないという意見もあるんだろうなあと思った。違
う結末もまた面白い〉

〈事例２〉の学生は、
〈私が昔読んだ「三匹の子ぶた」と今回の ｢三匹
の子ぶた｣ は一緒だったけれど、忘れている部分
もあって、今回改めて聞いて、よく思い出せた。
食べられちゃう、ちょっと怖い話と、だれも死な
ない普通の話があったことを思い出した〉
と感想を記してくれた。また、

〈私は夢かな（「夢をかなえる塾」学生達が将来を
展望して行く子ども教育学科独自の試みである。
通称「夢かな」と呼ばれている）で以前、「三匹
の子ぶた」の指人形をしました。その時皆で話し
合って、最後に煮て食べるのは残酷だから変えよ
うと言って変えました。今回読んでもらってやっ
ぱり残酷だと感じました。なぜ昔話はほとんど終
わりが残酷なのだろう…。子どもは怖いのではな
いだろうか…。でも、人をだましてはいけないと
この本から学ぶのかな・・・などと考えながら聴
きました〉

〈私が知っている「三匹の子ぶた」とは全く話の
内容が違っていた。三匹のうち二匹が死んでし
まっていたが、私の知っている話では誰も食べら
れて死ぬことなく、めでたし、めでたしで終わっ
ていた。（オオカミも死ななかった）でも、幼い
ころにこの話を読んだときは、「オオカミなんて
いなくなればいいのに」と感じていたことを思い
出した。そのような面を考えると、今日観聴きし
た本の終わり方も、ありなのではないかなと実感
した〉
の感想ももらった。
　授業は、その後、〈残酷ゆえに教育上良くない
のか〉へと視点を深めて行った。

　五味太郎・色の絵本６冊から「あおの
絵本」を作った
　子どもたちへの絵本の語り聴かせには、様々な
方法がある。
　まずは、子どもたちの興味・関心をとらえ、選
書してみることだろう。その際、毎月届く、季節

も踏まえた「月刊保育絵本」も活用したい。そし
てもう一つ、保育者が子どもの一年を想定し、一
人の絵本作家の作品を読み続けてみる方法もあ
る。
　２０１１年後期「保育内容指導法（言葉）」では、
五味太郎を語ることにこだわってみた。
 ・ 秋の色・「（　　　　）の秋」を考える
 ・ 『あきはいろいろ』を語る
 ・ 秋の色・茶色から『ちゃいろのほん』へ展開
 ・ そして黄色も秋の色で『きいろのほん』も語る
 ・ 『しろのほん』『あかのほん』『くろのほん』、３

冊　関連付けながら語る方法の提案
 ・ 五味太郎・色の絵本６冊、残りは何色かを考え

てもらう
 ・ 一人の学生が〈透明〉ではと指摘してくれたの

を受け、『がいこつさん』を語る
 ・ 『みどりのほん』を語る
 ・ 最後の一冊は「あおのほん」ではという学生多

かった。五味太郎・色の絵本を参考に、世界に
一つしかない「あおの絵本」を作ってみた

 ・ ２０１１年・卯年最後の授業には、色を意識した絵
本『うさぎはやっぱり』を語る

 ・  ２０１２年辰年には
　市販絵本『おーいみえるかい』
　大型絵話『おおいみえるかい』
　 大型絵本として作られた『グレート・ワンダー

シップへようこそ！』
　 月刊保育絵本・かがくのとも５００号『どこまで

ゆくの？』５０５号『にているね⁉』
　辰年絵本『なにしているの？』
を語り聴かせての授業展開とした。
　絵本は、一冊ずつ語るのが基本である。しかし
こんな語り方も出来る。そして、このような語り
方を試みると、子ども達の持っている違う側面を
引き出すことが出来ると信じている。その語り方
とは、五味太郎『しろのほん』『あかのほん』『く
ろのほん』を同時に読み込んでみる方法である。

　授業で、三冊同時語りを試みた。ある学生が、
 〈 黒赤白どの色を考えても、２つか３つしか浮か

ばなかった。みんなの意見を聴いたり、絵本を
見たりすると、砂鉄やナナホシテントウムシ、
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お婿さん、自分じゃ思いつかない物ばかりで面
白かった。これこそ《みんな違ってみんな良い》
であり、絵本からそういうことも、子どもたち
へ伝えられたらいいなと思った。色の絵本は、
今日で三回目だけど、やるたびにもっと自分の
感性を豊かにしたいなと思う。日頃から色んな
ものに興味を持てるようにしたい〉

　また、次のような視点も提示された。
 〈 この三冊の中で繋がりがあり、すごいと思った。

自分ならば、ランダムにキイワードを見せ、こ
れがどの本に出て来たかというのをやってみて
も、面白いなと思った。でもその時に、子ども
達に「これは、この色に見えない！」と言われ
たら、何と説明すればいいのか戸惑うと思う。
作者がこう言ってるから…なんてことは、子ど
もに通用しないと思った〉

　この学生へは「作者がこう言っているでは、子
どもには通用しないよね。どう、自分だったら答
えるか、考えてみようね。その子に『では、どん
な色かな』と問い返してもいいかもしれないね」
と、授業記録に書き添えた。
　絵本の語り聴かせには、いろいろな方法があ
る。子どもたちの状況に合わせて、展開を変化し
ていける引き出しを、四年間で蓄えてほしいもの
である。

　さて青の絵本作りだが、五味太郎６色の絵本を
見聞きしたことを活かして、まず青からイメージ
出来る１１の言葉を上げてみた。学生の青の表現、
５点列挙してみたい。
◆ くれよん、そら、ぷ－る、ふでばこ、ずぼん、

おりがみ、いえ、けいさつのふく、どらえもん、
ばす、こっぷ、さかな

◆ そら、ドラえもん、援（人名）のくるま、グフ、
アクエリアス、顔色、青春、あかちゃんのおし
り、ガリガリ君、アジシオのキャップ、ビジュ
アル系バンドの口紅、ちきゅう

◆ うみ、けしごむ、そら、大野智、くるま、ぼー
るぺん、しんごう、ちきゅう、まふらー、健太（人
名）のふでばこ、『がいこつさん』のひょうし

◆ ちきゅう、そら、うみ、あじさい、しんごう、
みず、はわいあんぶるー、さみしい心、どらえ

もん、あおな、かんたろうみみず
◆ うみ、そら、大野くん（嵐→イメージカラーが

青）、スティッチ、安田章大（関ジャニ∞）、千
賀健永（Ｋis-Ｍy-Ｆｔ2）→二人ともイメージカラー
が青、デイジー（花）、さかな、ちきゅう、ペン、
えのぐ

　学生によって様様である。時代をも感じさせる
表現であった。絵本にする際、これらの言葉をど
のように並べたら、効果的かも考えて作るよう提
案した。すると、手のひらサイズ・紙芝居形式・
飛びだす絵本と多種多彩な形へと結実した。中に
は青い画用紙等も用意して制作を始めたが、悩み
に悩んだ末にロール状のトイレットペーパで作る
とのアイデアまで出現した。
　子ども教育学科二年間での学びが具体化された
ように思い、一冊一冊楽しく読んだ次第である。

３．坪田譲治昔話を再評価
　昔話の継承と保育実践を具体化する素材とし
て、最後に〈坪田譲治昔話〉から考えてみたい。
　坪田譲治・再話『日本むかしばなし』全６巻が、
フォア文庫（金の星社）から刊行されている。こ
のシリーズは「本書に収めた昔話は、戦中より昭
和三十年代に書かれたものです」とある。１９４０年
から１９５５年くらいの坪田の仕事である。
　６冊それぞれの解説も充実している。解説に
沿って、坪田再話姿勢を具体化してみたい。
　坪田は、幼少の頃昔話と次のように出会ってい
る。「坪田先生は、幼い頃、毎晩のように、母上
から寝物語に、懐かしい昔話を聞いて育ってこら
れたといいます。そして、おしまいに、『それ、
鐘つき堂の鐘が鳴りだしました。数えてごらん。
一つ、二つ…もう九時だから、さあ、寝ましょう、
寝ましょう』と言われて寝につく、幸せな幼い頃
のことが書かれています。先生は、明治二十三年
生まれですから、もう九十年も前のことになりま
す」（水藤春夫・解説）であった。この昔話との
出会いの原点を踏まえ「昔話は、それぞれの地域
の言葉（方言）で語られ、その言葉の味わいが、
しんみりと心に伝わってくる。それが昔話の特色
といえましょう。それを、どの子どもにも、自分
のもの、自分のこととして受けとれる共通語で表
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すこと、それは想像する以上に難しいことです。
それを成しとげたのは、坪田先生の天性という他
はありません」（水藤）と、共通語で昔話を再話
する姿勢を指摘している。
　この点について竹崎有斐は「坪田譲治昔話を読
んでいるうちに、そこにあるのはもう、『だった
調』とか『ました調』の違いだけではないのに気
がついてきました。言い回しの上手下手の問題を
超えて、坪田先生はまず話そのものをしっかり自
分の物にしたうえで、自分の語り、つまり自分の
文章で書いておられるのが、次第に分かって来ま
した。自分の文章で書くと言うのは、当たり前の
ことのようですが、なかなか難しいのです。又自
分の文章とはどんなものかと聞かれても、すぐに
は返答できませんが、坪田先生は『ました調は難
しいね』と言われた時、先生がご自分の文章と向
き合っておられたその厳しさが、若かった私には
少しも分かっていなかったのだと、その時つくづ
く思えてきました」と指摘している。また、西本
鶏介は「『むかし、むかし、あるところに、兄と
弟がいました。兄のほうは、なまいきで、あまり
かしこくないほうでありましたが、弟のほうは、
なかなかりこうな人でありました。それで、兄は
弟をどこか、おむこさんにやってしまいたいとお
もっていましたが、弟は、どうかして、じぶん一
本立ちでくらしたい、と考えていました』これは

『海の水はなぜからい』の書き出しの所です。と
ても分かりやすく、なめらかな文章です。最後に

『と』や『さ』をつければ昔話風の語り口になる
と思うのは考えものです。『ですます調』の淡々
とした文章で、昔話の素朴な語り口を生かしてい
るのも譲治昔話の特色です。目で読むだけでな
く、声に出して読むと、その効果が一層はっきり
すると思います」と、共通語での再話にこだわっ
た坪田昔話であることを強調している。
　また竹崎は、坪田昔話が成立した背景を「昔話
と言えば柳田国男を忘れることはできません。日
本民俗学の創始者で、日本各地で伝承されている
昔話・伝説を集めて、その地に生き続いてきた人
達の心と姿を探ろうとするすぐれた著書が数多く
あります。有名な『遠野物語』もその著書の一つ
です。坪田譲治は、この柳田国男から直接資料の

提供を受けて、昔話を書いたのです。柳田国男は
もともと、昔話の再話にはあまり賛成ではありま
せんでした。それは下手に再話されると、伝承の
昔話が壊されると心配されたからでしょう。で
も、『子供のために再話をしたい』と言う坪田譲
治からの手紙を受取って、あなたならいいでしょ
うと、昔話の貴重な資料を提供してくださったの
です。だから坪田譲治の昔話には、柳田国男と言
う一流の学者の裏付けがあるのです」と指摘して
いる。柳田国男の協力あっての坪田昔話の成立は
驚きの発見である。
　また西本は「昔話を庶民の抵抗の文学として、
そのエネルギーのみを言い立てるような書き方に
なっていません。坪田さんの持つ童話の温かさと
ユーモアの精神が込められ、口承文芸を見事な文
学として甦えらせています。いかに再話と言って
も、原話を今日の文章に移し替えるだけでは意味
がありません。その昔話が生まれてきた背景やそ
こに込められた昔の人たちの思いをくみ取る力が
なくてはなりません。単なる表現技術でなく昔話
への共感と深い理解力が、優れた作品になる秘訣
です」と、坪田再話の根本精神を具体化している。
　昔話の再話には、
⑴ 　昔話の特質の一つ、語り始め・語り納めを、

再話の話の導入と結末に用いる。
⑵ 　語り口調「～だったと」「～とさ」「～げな」

を語尾に用いる。
⑶ 　方言を尊重した語りとする。
が基本と思っていたのであるが、共通語による坪
田譲治昔話を再評価し、今後の再話の在り方を考
えていきたい。

４．終わりに
　2011年４月、小学校では新学習指導要領が実施
された。国語科では、特に「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」が設けられた。いわゆ
る、伝統的な言語文化に関する指導が重視された
のである。一、二年次では「昔話や神話・伝承な
どの本や文章の読み聞かせを聞いたり、発表し
合ったりすること」とある。つまり「低学年では、
まず、読み聞かせを聞くことで、伝統的な言語文
化に触れることの楽しさを実感できるようにする
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ことが大切である。話の面白さに加え、独特の語
り口調や言い回しなどに気付き親しみを感じてい
くことを重視する。読み聞かせを聞いたり、互い
に発表し合ったりすることを求めているので『Ｃ
読むこと』⑵『イ　物語の読み聞かせを聞いたり、
物語を演じたりすること』と関連付けて、初歩的
な語りや劇、紙芝居などによる発表活動を工夫す
るようにすると効果的である」としている。
　ここでは幼稚園（保育園）と小学校の連続性が
見られる。子ども教育学科の学生もこの視点を持
ちつつ、自己の感性磨きに努めていくべきであ
る。
　今後も、学生と一緒に様々な場面で具現化して
いくつもりである。
　本稿は、その一報告である。

＊「昔話の継承と保育実践」のための≪注≫
　語り聴かせ
　 　一般に絵本の「読み聞かせ」と表現する。読

み聞かせを一歩深め、語り手は聴き手がしっか
り観聴きし、同一空間を形成できるような語り
を実現する行為。筆者、造語である。

　観聴き（みきき）
　 　筆者、造語である。聴き手がじっくりと観察、

しっかりと傾聴してもらえる状態をさす。

　再話
　 　採話（語り手による音声言語の昔話）を原話

として作家自身が再創作・再創造した作品。

　亀にまけた兎
　 　「日本昔話大成番号・３９　⑴兎が競争で亀に

負け、仲間から追放される。狼が兎村に子兎を
三匹献上せよと迫る。⑵追放された兎が、狼を
欺いて崖から突き落とし、その功によって許さ
れる。」

　 （『日本昔話大成・１１』資料篇「一、昔話の型」）
　 昭和６年岩倉市郎が、新潟県南蒲原郡で採集し、

昭和７年『加無波良夜譚』（玄久社）へと収め
た昔話。
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